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ボート部・カヌー部代表者 各位 

◇お知らせ 
＊下記大会に出店します！ 

展示ブースを出店します。ボートパーツの受け渡しをご希望の場合は、事前に弊社までご連絡をいただけると確実です。 

＜中日本レガッタ＞ 4月 20日（金）～22日（日） 愛知県・愛知池ボートコース 

＜朝日レガッタ＞ 5月 3日（木）～6日（日） 滋賀県・琵琶湖漕艇場 

＊朝日レガッタ コーチセミナーのお知らせ 

5月 4日（金）／16:30～21:00（受付 16:00～）／瀬田漕艇倶楽部クラブハウス 2階／参加費 一般\2000・公認指導者\1000 

テーマ①：知識を超えたドーピング対策 高谷麻紀氏（スポーツファーマシスト） 

テーマ②：計測システムによるパワーとテクニックの可視化 今仁雄一氏（JARA医科学委員会） 

テーマ③：アスリートとしての経験から 熊倉美咲氏（JARA指導者養成委員・北京五輪代表） 

中高生を対象とした熊倉氏との交歓会も計画しています。詳細 → http://kboat.blog88.fc2.com/page-1.html#entry1843 

＊カヌー担当：大村真澄より退社のご挨拶 

この度、桑野造船を退社させていただく運びとなりました。勤務丸 5年、その間には多くの方に大変お世話になりました。こ

の場を借りてお礼申し上げます。これまではボート関係に携わる事が多かったのですが、今後はカヌー関係に重点をおき皆様

のお役にたてるよう勤めていきます。艇メンテナンスを始め、今まで学んだ知識を最大限活用していきます。何かご相談等あ

りましたら右記までご連絡下さい！よろしくお願いします。ありがとうございました！ masumi.o.19850212@gmail.com 

◇新入社員 ご紹介 
この 4月より、3名の新入社員を迎えました。新しいメンバーと

共に、さらに元気で皆さまのお役に立てる会社を目指してまいり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

武藤 智子 ／ 青森県出身 北海道大学卒 (左) 

小楠 昌彦 ／ 静岡県出身 浜松大平台高校卒 (中央) 

福井 遼 ／ 三重県出身 鹿屋体育大学卒 (右) 

＜自己紹介＞ はじめまして。北海道大学から来ました武藤智子(22歳)です。大学時代は札幌で 1年半、函館で 2年半、ボー

ト部のマネージャーをしていました。滋賀に引っ越してきてから 2週間ほど経ちますが、周りの人が全員関西弁という環境に

はまだ慣れません。4年間でボートの魅力に魅せられ、遠く北海道からやってきましたが、まだまだボートについて知らない

ことが多く、勉強しなければいけないことが山積みです。まずは 2ヶ月間の研修でたくさんの知識を吸収したいと思います。

今年は同期入社が 2人もいるので、2人には仕事で絶対に負けないように頑張ります。 （今号より 1名ずつご紹介します。） 

◇良いボートコースは選手のひと声で その１２【岩佐】 
≪ランドマークについて≫ 吊下式ランドマーク、少しおかしさを感じていませんか。舵手付艇のための数字がついています

が、国体・インターハイ等、舵手無艇の数の方が多い大会があります。漕手は数字の見えない裏側を見ることになります。勿

論それでレーンの中心は分かるのですが、漕いでいる選手に優しさが足りません。ランドマークの両面にレーン数字を入れて

いただきたいものです。コース作り、いかに選手の立場になって作るかということが求められます。ランドマークの下を通過

するごとに、自分のレーンの数字が見られる、これこそ選手にありがたいコースになります。参加数の少ない舵手付艇のため

のゴール見通板を作るなら数の多い舵手無艇のために、ランドマークの裏側に数字を入れる、それが優しいボートコース作り

になり、選手思いのコースになります。当社は良いボートコース作りに努力しています。 

 

BOAT TIMESの配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

弊社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

三人の新入社員を迎えました。全員が学生時代はボート部所属です。

桑野ボートチームを立ち上げるわけではありません。あくまでローイ

ング活動は個人の責任で続けてくれることを望んでいます。彼らへの

期待は、この経験がいいボート造りに役立つと期待しているからで

す。いま直ぐに三人の仕事が準備されているのではなく、社員を増や

して積極的に仕事とサービスを大きくしたいと考えています。現場を

知る･日本の高い技術で艇を造る･アフターサービスを徹底して行う･

最新情報を提供する･･･。これらをさらに前進させたいです。【古川】 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
プロの仕事に徹する   

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める   

＊スピードアップ  
総ての仕事に納期を設定する 


